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バンクロフト糸状虫仔虫の定期出現性に関する研究

其の三　仔虫出現と白血球像並びにその機能

長崎大学風土病研究所（芸脚芸＝研≡堅童≡苦冨≡忘助芸芸）

田村祐治
ナこ　　　　　　和良　　　　　ゆう　　　　　Ⅰ＝

（本論文の雫旨は第22，23回日未寄生虫学会総会に於て発表したJ

緒

バンクロフト糸状虫は淋巴系に寄生し，多

数の仔虫を血液中に辞出する重罪より，本症

の血液の変化に就いては古くか芭昔日され，

多数の研究が行われている．特に好酸球増多

症を藷むることは諸家の略々一一致した所見で

ある．仔虫の定期出現との関係に就いては，

Gulland，White，・／J、官等は好酸球は仔虫の出

現と時間的にもー致して増加することを認め

ているが，一方Calvert，杉野は之を否定し
√

ている．最近本研究所の有里は糸状虫症全般

の血液学的研究に於いて，本症に於ける好酸

球の増多は，仔虫が既に陰性となった慢性症

状期の患者に比して，無症仔虫保有者及び急

性症状期の患者にその度が極めて高いことを

藷めI文藻口は所謂「くさふるい」勃発作時

に歴々仔虫が陽性化すると共に，好酸球の増

加することを報告している．これ等の臨床所

見よりも仔虫の存在と好酸球とは密接なる関

係にあることが想像され竜．

次に白血球は生体内外の諸変化殊に異物，

細菌等の偉人に際しては，敏感に反応して増

減し，之に辞竜螺集し特異の貪喰機能を発揮，

之を撲滅清掃し，もって生体の保護に任する

ことは周知のことである．従って生体内外の

環境の変化，例えば克候，温度，年令，性別

等に依る生理的変動を始めとして，薬物，免

疫操作の影響及び各種疾患の場合の白血球機

首

能に関する業績は多々ある．然し未だ糸状虫

症の場合に於ける白血球機能を研究したもの

はない．

糸状虫症の場合血中を辞曳する多数の仔虫

或は成虫々体物質が異物として，或は毒素叉
／

は広義の抗原として生体に作用し，白血球の

機能に如何なる影響を与えるか，叉仔虫が適

期的に末梢血内に出現，哨兵する畔性が如何

なる影響を来たすかは，糸状虫症病態研究上

肖意すべきものと考える．

著者は本論文其のこに於いて，バンクロフ

ト糸状虫仔虫の定期出現性は，スパトニンの

服用に依り，その週期的出現の特異性が顕著

な混乱に陥ることを確証，記載した．

然し定期出現の混乱にあたって仔虫そのも

のはナ　スバてトニンの血中濃度の関係か，仔虫

に対する直接の障碍性影響は重く認められな

いにも拘らず，少量のスバてトニ，ンも遂には仔

虫中城少，消失に大なる関連由あることは事

実である．そこでか1る定期出現性或は誘出

現象由塵序は仔虫の態度以外に，他に研索す

る必要があると考えた．

著者はこの様な意味から，仔虫の末輸血内

出現に関連して生体内に起る変化を追究すべ

く，好酸球の態度，白血球遊竜速度及び墨粒

食喰能を検討した．
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貿　　駿

1〕仔虫及び白血球侵

出甥仔虫数算定の方法J回数等前朝と同様，白血●

球際は塗抹標本に依り，白血球400乃至600を算定し

その百分率を求めた．

2〕白血球遊走速度及び墨粒喜喰龍の測定

仔虫保有者に就きJ14，18，20J2，6，8時の6国J

文スパトニン（0．1gr〕に依る仔虫誘出に際しJ投

与前，10分J30分，2時間，3時間後の6国採血測

定をLた．測定ほ杉山の方法に依った．即ち遊迂遠

度測定にほ0．01％バイトラール赤載物硝子法に依る

超生体染色を施し，370Cに保温された麒旗鏡下で，

3分間1白血球の中心の移動を追求しつゝ，遁走速

度測定装置を使用して之を投影し選定曲線を画く．

晋　　駄

Ⅰ定期出現七白血球像

仔虫保有者11夙に就き，2時間毎に24時間に亘り，

仔虫数の消長と白血球像との関係を観ると，特に好

酸球及び期巴球の変動が著目される．

先ず好酸球であるがJ全例に於いて夜間に増加し

ている．即ち各例の夜間〔18時より6時迄〕と屁問

〔8時より16時迄）の値を比較するとJ平均埴に於い

て夜間に5～71％増加してい早ことが知られる．そ

の増加の経過を見ると，夕方仔虫の未棺血内出現と

相前後Lて増加L地軸漸次上昇L，明け方仔虫の

減少乃至消失と共に漸次腰少する．最高値は7．8～

21・0％で増加率は屁問最低値の1．64～2・67倍，平均

2・09倍に達する．最高値を示す時刻はまちまちであ

るが，3例は前半夜〔18，20，22時番1例）に，他

の8例ほ深夜乃至後半夜（24時2劉，2時1例，4

時4例，6時1例〕にあった．概ね仔虫の最も坦盛

る22暗から6時迄の間に高い値を示すが，その最高

値を示す時刻は必ずしも仔虫のそれとは一致Lない．

同時刻にあったものは1例で，他は2．～6時間前後

にずれており，大部分ほ仔虫¢最高出講時刻より僅

かに連れる憧向がある．叉日出後に放ける好酸球の

減少症過はJ仔虫のそれより磋漣で，好酸球変動の

曲線ほ全体として仔虫出頭曲線よりやゝ後方にずれ

ている感・じを受ける．従って好酸球の最低値は午後

にあることが多い．かゝる好酸球の数衣びその消長

はI出現仔虫の多芸J愚老の性J年令等とは一冠の

方　　法

之を曲線計にて計測，対物ミクロメータ←の拡大率

より換算‘して，1分間む1●白血球の遁走距離（再を

算出した．同様の即琵を通常良好なる標本2枚よりI

白血球20乃至30偶について行い，平均値を求めて白

血球の選定速度（分－〝〕を決定Lた．借淋巴球及び

non－mOtileleu亡OCyteS（Sabin1923〕は最初より之を

除外した．

貪喰能痍査にほ，0．1％アラビアゴム墨汁戟助硝

子法にて，370C加温指内に2時間放置後J毎回良

好なる漂本2枚を選びJ白血球100乃至150個に就き

墨粒貪喰の状況を観察し，その貪喰細胞百分率及び
′

薄田胞内墨粒顆粒の多寡に依り0乃至5圧に分ち平均

貪喰箆を算出した．

成　　績

関係は認められない．

淋巴球に関しては明確な一定の消長とほ云い難い

がバ　概して好酸球と同様に夜間増加する憤向がある．

即ちユ1例中9例は夜間の平均値が屁問のそれに持つ

ており，最高値ほ8別に於いて夜間22時ょり6時迄

の問にあり，最低値は7例に於いて8時より16時に

到る民間にあった．夜間増加した9例の最高値は

15．0～53．2プ左で増加率は民間最低値巧1．39～2・73倍J

平均1．96倍に達する．且つ此の最高値はJ仔虫或は

好酸球のそれと時間的に一致するものもあるがJ多

くは2～6時間甲前後する（第1表及び第1図）．

其の他の種類の白血球には一定の憤向を有する消

長は見られない．梓状核中性好性白血球J大串核紬

第1固　定期出現と好配球
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弟1義　足　期　出　現　と　白　血　球＝　俸

症例

年令や
性 12　14　16　18　20　22　24　　2・4　　6　　8　10

平均値

屁竜　夜

1　　さ 18

仔虫数

好酸球

湘巴球

1　0　　0　　0　20　32　43　55　64　77　21　5

5．4　4．5　5．5　9。2　8．8　　　　8．812．011．0．8．0　6．5　6二0

44．743．735．242．0　3日．8　　　46．244．247．549．038．839．7

5．6　9．6

40．444．6

2　　2i 19

仔虫数

好酸球

博巴球

0　　0　　0　　5　42　33　51　48　43　23　　0　1

7．0　　　　8．2　7．3　ア．810．212，511．015．014．414．2　7．5　91211．2

21．0　　　36．823．5　25．029．ち34．0　26．531．831．027．016．5　25．4　28．8

3 缶 35

仔虫数

好酸球

琳巴球

0　　0　　0　11　92　110　154　166　123　71　9　　0

5．2　4．7　　　　5．3　4．8‘4．8　5．5　8．0　9．0　8．5　8．4　7．0

22．523．3　　　21．72凱2　31．829．726．519．530．528．329．7

6」13　6．6

25．9　26．9

4 8 17

仔虫数

好酸球

琳巴球

仔虫数

好酸球

鞘巴球

1　2　　9　14　125　482■440　341　338　400　103　　9

6．0　　　10．013．5　7．7　9．512．01仇5　7．510．5　8．0　6．0

10．5　　　10．0、9．912．715．011．312．010．5　7．0　5．513．1

7二5　10．1

9．8　11．2

5 8 25

6L♀
22

3　　3　　4　103　618　680　476　482　490　291　46　　6

12．019．019．018．5　21．017．514．519．712．014．0　21．016．517．5

25．0・18．4　31．2　29．0　25．5　27．0　23．5　34．730．5　22．0　23．3　22．2　28．8

仔虫数

好酸球

鞘巴球

0　　0　　3■　5　24　20　31　45　42　48　1　0

7．0　5．5　5．7　7．7　8．510．511．0　7．5　7．7　8．7　6．5　5．5

32．0　36．0　31．531．53ア．0　40．0　48．0　53．238．728．528．0　26．0

6こ．0　　8．8

30．7　39．5

7 学 16

仔虫数

好酸球

琳巴球

f仔虫数

0　　0　　0　　3　45　62　58　53　61　15　　0　　0

4・8　5．7　6．5　8．5　8．8　8．410．310．0　6．日．凱3　9．7　6．8

31・336．539．337．544．249．050．634．537．530．522．333．0

6こ7　8．7

30．5　40．5

8 8 22

9 昌 27

好酸球

琳巴球

仔良数

好腰球

湘巴球

9　　6　　3　18　336　805　669　898　769　636132　18

6・6　5・日　3・3　4・2　7・8　5・8　6．0　6．5　6．6　7．4　7．2　7こ0

32・733・443・041。829・238・652．540．341．039．433．426．0

0　　0　　0　　7　49158179　325　300140　13　1

9・810・6　9・210。613・014・313．315．417．416．612．0　9．7

36。224・029・328・023・826・025．530．221．718．625．825。5

5．9　　6．3

33．7　40．4

10．6　14．4

28．2　24．8

10 a 24

仔虫数

好酸球

鞘巴球

0　　0　　0　　3　18　75　70100　93　75　　2　1

5・4　8・2　6・0　5・3　8・0　9．8　8．811．412・7　8．2　7．8　6．0

52・645・034・430。028・634。430．341－032．347．229．841．7

11 8 22

6．7　　9．2

40．7　34．8

仔虫数■　0　0　0　0　2　8　10　6　7　12　1　0

好酸球10・012・111．213．415．818．317．018．018．519．113．510．1

鞘巴球　26・822・516・914．824．024．22日．024．022．516．218．815．5

11．4　17．1

20．1　21．9
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第2表の1　スバトニンに依る誘出と白血球像

前轟＼＼草鞋仔中敷
症例 性 年令 直前　2．5′　5，10，15′　3011st　2st　3st　4st　5st

1 8 24 75

仔虫数

好酸球

琳巴球

0　　　0　　1　18　　30　　41　　7　　7　　　3　13

5．0　7．711．010．811．014．811．211．0　10．410．5

54．8　58．0　40．7　37．4　42．0　35．8　37．4　34．4　43．0　36．5

2 8 22 8

仔虫数

好酸球

琳巴球

0　　0　　0　　2　1　0　　0　　p O O

lO．010．414．5　　　13．213．615．814．414．21ア．2

26．8　26．8　24．0　　　　31．0　31．0　23．817．7　24．4　25．8

3 苧 24 91

仔虫数

好酸球

湘巴球

1　　0　　　2　　48　　60　　48　　47　　35　　27　　28

8．2　8．6　9．2　8．810．811．0　9．5　9．5　9．4　6．6

30．8　23．4　29．6　23．017．4・26．0　24．0　41．8　25．0　38．0

【

4 古 12 475

仔虫数

好酸球

湘巴球

0　　97　125　　99　　84　　60　113　　　　　79　　65

33．3　33．7　36．5　38．5　28．3　31．519．4　　　　16．5　9．5

33．0　31。3　34．0　32．0　35．4　40．0　39i6　　　　47．5　28．0

5 6 52・ 27

】
j

仔虫数

好酸球

0　　　5　12　　3　　　4　　3　　2　　　　　　0

7．3　6．5　8．7　8．3　5．5　8．411．7　　　　　9．0

琳巴球【37・741・2

仔虫数】11

34．7　33．7　44．5　3ア．4　30．7　　　　29．0

15　　16　　16　　10　　37　　　7　　　5　11

0

5．5

37．5

6 8 26 46 好酸輔

弼巴球

8．010．5　15．5　13．0　11．5　17．7　15．5　16．5　14．511．0・

18．5　24．5　22．0　20．5　29．0　24．713．5　22．5　25．5　27．5

7 苧 20 35

仔虫数

好酸球

琳巴球

0　　0　　1　36　15　12　14　　　　　　4　　7

5．5　5．4　6．4　8．6　9．4　9．0　8．8　　　　　4．0　6．2

34．0　24．4　39．0　35．0　27．0　24．3　22．8　　　　48．0】9．8

8 8 43 650

仔虫数

好酸球

湘巴球

170

5．3

31．3

572　336　365　291　313　186　152（マレイ桂〕

8．5　7．5　7．5　7．0　6．0　5．0　5．0

28．0　27．0　30．2　37．5　33．5　44．8　43．5

9　　　看

10

45 92

仔虫数　　0　　3　31　62　44　32　50　4115

好酸球　　4・4　4・0　5。4　5・3　5・2　5・4　5・6　6・1　5・4

湘巴球　35・4　32・3　33．0　34・3　35・5　27・4　29・4　31・417・6

白血球呵8脚　　　　8300　　8500　　8300

古　　13 278

仔虫数

好酸球

；湘巴球

…白血球数

】6

2．9

15　5

0　　1　65　　63　　57　　48　　28　　35　　23　　28

6．1　7．4　6．6　6．4　6．6　7．5　7．3　6．3　3．2　2．2

44．0　33．7　45．2　41．6　34．6　32．5　25．319．4　26．0　24．0

7600　　　　　　　7500　　　　7800　　　　7700
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胞衣び移行型ほ屁夜の間に有意の差なく鴫々同数値

を示しJ墟基好性及び幼弱白血球は極めて稀に出没

する程度で特別の変動ほ見られない．分真横中性好

性白血巻は好酸球或は琳巴球の変動と共に，相対的

に増減するものもあるが，特別の意味は見出し勲い．

II　仔虫の読出と白血球像

仔虫保有者10例に就き，正午にスパトニン0．1gr

を投与するとJ前述の様に5｝15分の問に最高値を

示す特有の曲線を画いてJ著明な誘出が見られたが，

白血球像に及ばす影響を見ると，定期出甥の場合と

同様に好酸球及び榊巴球の変動が特に注目を惹く．

好酸瑚は全例に放てJ直後より仔虫の出頭と共

に増加する・．その最高値を示した時期は5～】5分以

内3例，30分～1時間5例，2～4時間2例で，大

半は30分～1時間以内にあった．以後漸次滅少し，

大部分が4～5時間後には概ね服用前の値の近くま

で滅少，或はそれ以下となっているi投与前にも

4・4～33・3％の好酸球増多症を詠むるが，眼周に依

り最高2・96倍から1・23倍j平均1．47倍に増加し，

38・5プ鋼こ達するものも認められた．叉この最高値を

示す時期は必ずしも出頭仔虫数のそれとほ一致せず，

10例中8例に於いて前者がやゝ連れており，夜間の

定期出現の場合と同様の憤向が見られる．好酸球の

変動の程度は，誘出仔虫数の多寡，患者の性，年令

等とは関係は認められない。淋巴球に関してはJ4

例に放て好酸球と路ミ平行L，3例は銘々相対的

な消長を示しJこの場合出現仔虫数と一定由囲係は

見出し敷い（第2真の1及び第2図J．

其の他の種類の白血球には定期出現の場合と同様，

特記すべきものほない．

筒2例に就いて白血球数を直前，10分，30分，2

時間後に測定するとJ第2表の1〔症例9，10）に

示す様にJ著明な変動ほ認められなかった．

次に健康者2例に就き，正午にスパトニンを投与

しJ誘出の際と同様に採血して白血球像を見ると，

第2表の2に示す様にJ好酸球，琳巴球及び其の他

の白血球に認むべき増滅はなかった．

第2国　誘出と好酸球

，ミ皿

8

d

ヰL J・丁－■■ト▲′

2

0

■－－－一■

■■－■

■－－■

■－－－■■－■

－－－●－・・・・－・・■叫■－・・・、．

′

l　●

：　∴

●

前5相1530′1　　　Z　　　　3　　　　A

サ：スパトニン0．1gr投上

＼．
ヽヽ

早

鴬

ほ

lロ

8

ヽヽ

＼　i

ヰ

5豆

第2表の2　スパトニン投与と白血球像〔健康者）

≒≡例 性 年令 夜間
仔虫 直前　2．訂　5′　10′　15′　30′　1st　2st　3st　5st

1 看 33 〔－〕

仔虫数

好酸球

琳巴球

0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

1．3　1．5　1．5　1．5　2．0　0．5　2．0　2．0　1．0　1．7

25．7　24．7　25．0　28．5　33．4　35．0　32．5　37．0　27．5　32．2

2　　　缶 2ア （－）

仔虫数

好期球

琳巴球

0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

1．0　1．5

36．7　31．5

II　尭期出現と白血期謹能

仔虫保有者6例に就いて，1屁夜の中仔虫数の消

長と最も関係の深い14J18バ20，2，6，8時に仔

虫数と関連してJ白血球遁走速度茂び墨粒貪喰能を

兢測J算定した．

造走速度は夜間に克進する傾向がある．即ちその

最高値は2時にあったものが3例，20時2例，14時

1例で，大部分は夜間仔虫の出現時に見られる．最

1．0　1．0　1．3　1．2　0．8　0．5　0．7　1．2

28．7　26．6　32．4　31．2　22．9　34．0　27．0　36．5

低値ほ14J18時番2例，2，8時督1例であった．屁

夜の平均値を比較すると，6例中4例ほ夜間に瓦進

し，1例は不変，他の1例は減退Lてい’る．概して

前半夜より深夜にかけて克進し，明け方より低下L

始め，午後から夕方にかけて最も低い値を示す悔向

が見られる．即ち仔虫の出現，消長と鞋定速度の増

減は路ミ平行関係を元Lている．遊達速度を好酸球

と中性好性細胞の別に依って観察すると，屁夜の平
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第3未　　定期出現と白血球撰誰

症例性年令時刻仔虫数 遊　遼
遠　度

1 8 22

14

18

20

2

6

8

6

103

618

482

291

46

平　均＝貪境細胞
竜喰度ミ百分率

22．09　　2．21

24．46　1．75

23．80　1．70

2■7．25　1．87

20．80　】．．95

17．64　　2．08

86．1

82。2

83．5

84．3

82。8

91．1

2 呂 24

三言二三妻

20．87

19．81

22．23

21．98

20．42

3 古

l

書；≡

27…20

2

6

8

0

7

49

325

140

13

17．22

25．33

28．05

20．22

1．74

1．70

1．81

1．89

2．03

1．69

78．2

75．9
1

75．0

72．8

79．3

73．5

1．65

1．88

2．19

1．42

1．69

1．95

74．9

90．1

90．5

7ア．4

78．0

84．1

4 ＄ 26

可　0
18　■　　　0

2≡i；≡

6　　　48

8　　　　8

17．77

20．84

27．26

27．63

22．21

22．4モ享

1．80

1．71

1．78

1．98

1．83

1．89

84．0

84．0

84．2

84．8

81．9

82．3

5 占 22

14

18

20

2

6

8

0

0

0

4

】

0

25．50

24．96

26．28

24．38

25．79

25．35

1．69

1．75

1．87

1．76

1．73

1．72

71．9

82．7

86．2

74．8

77．4

77．0

l

l

l

61古 21

14

18

20

2

6

8

0

6

25

108

93

1

29．82

22．82

22．91

25．15

23．33

26．43

1．74

1．79

1．72

1．87

1．82

・2．04

82．0

84．1

80．6

73．9

75．7

85．0

均値に於いて才幹配球遁走速壁は6例中5例，中性

好性細胞のそれは4例，何れも夜間に克進していた

墨粒賃喧能に就いて見るとJその平均責喰箆は平

均値に於いて屁問1．85J夜間1．82J竜喰細胞百分率

は屁問80．8％，夜80．9％で，何れも屁夜の平均値に

は著明な差を見ないがJ者例の最高値が6例中4例

は夜間にありJ貪境：能が夜間に克進する陵向がある

ことが窺える〔第3表及び第3図〕．

碁3固　定期出現と白血球機詣

コロ0

M

F

200
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．．・ナた土て一へ、、、
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吋　P

′

コ0　2．0

、、．一一

ノγ、　201．8

5ロ

OL二二∴＿＝こ＝＝二＝－1

ほ　仏　相　ほ　ヱ0　22　Z4　2　A　‘

実線：仔　　　虫
鐘線：遊遼遠度

′　　　　　　点線‥　墨粒貪喰能

10　1ヰ

8　柑鳴ほ

Ⅳ　読出と白血球梯能

仔虫保有者30例，仔虫陰性有症状者9例，睡康老

7例に就いてJ屁間スパトニン0．】grを投与しJそ

の前茂び10分後の道遼遠産衣び墨粒貪喰能を兢た．

仔虫保有者ではJlO分鎮笹30例中26例に著明な仔

虫請出現象が見られた．その時の追走速度は第4表

の1及び4の如くJ明らかに瓦進Lたもの17例

r56．アブ左），不変のもの6例〔20・・0ヲ左〕J減退したも

の7例（23J3プ右）で，平均値でほ前22・54分－〝後

23．39分早で克進の憤向がある．之を年令別に見る

とJ20才以下では冗進11例〔61．1プ左），不変3例

（16．7％〕J減退4例（22．2％）J平均値は前23・33分

叩，筏25．・90分坤となりJ推計学的にも有意の差が

あり，年の苦い患者に特に冗進する悔向が大である．

又この場合好酸球の撰鞄克進が時に注目された．

平均貪喰度ほ22例（73・3％〕に於いて冗進，不変

6例〔20．0タ左〕J滅退2例〔6・7％〕J平均値を見て

も前2．12に比して後2・37を示しJ竜喰細胞百分率も

冗進23例（76・7％）J不変4例（13．3％）J減退3例

（10．0％）J平均値は前82．5％，後節・9プ左でその殆ん

どが冗進している．しかもその完進の程度も著明で

あり推計学的にも有意の差が認められる．貯酸球の

竜喰詑もこれと平行Lて克進している．
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第4轟の1　　スバトニンに依る誘出と白血球機能〔仔虫保有者）

夜　間
症例　性　年令

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

叩

20

21

22

23

24

＼－バ、

25

26

27

28

29

30

牢

乎

苧

苧

8

8

缶

6

古

呂

古

宇

苧

苧

＄

寧

苗

字

8

古

占

缶

古

宇

8

中

古

古

宇

宇

9

11

12

13

13

13

13

14

14

14

14

14

14

15

15

20

20

20

21

22

22

24

2ア

29

33

40

43

44

46

47

前

l道連速度l
平　均　室蔦喰細胞
葛喰度　圭　百生壁

仔虫数仔虫数

18

3

1

427

26

17

38

18

40

1

1

49

21

120

5

9

43

45

25

15

805

75

158

39

16

9

99

51

6

27

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

19．18

25．44

19．43

22．71

25．66

24．47

28．85

1日．09

19．72

27．86

25．74

29．73

22．16

20．43

23．07

32．01

2U．41

14．96

26．45

23．89

22．09

22．13

17．22

17．60

27．88

20．76

18．54

30．27

13．76

20．55

1．84

2．80

2．40

2．37

2．44

2．43

2．58

2．14

1．82

2．76

2．07

2．84

1．80

2．85

1．62

1．30

1．80

1．37

2．74

2．28

2．21

1．60

1．65

1．95

1．61

3．08

2．82

1．43

1．鮎

1．84

61．9

95．8

87．0

48．0

84．0

84．0

86．0

85．7

78．0■

93．0

77．9

92．0

85．0

81．2

、

80．1

66．9

84．0

71．5

89．0

85．0

83．1

6ア．9

74．9

各2．2

84．6

93．0

95．0

69．5

78．7

91．1

10　　分 後

舶数】遁走速度l芸喰歪

50

12

0

150

8

6

13

6

13

0

1

16

15

110

0

8

36

26

1

6

24

9

18

33

1

1

115

25

0

29

貴喰細胞
百分率

19．27

25．63

33．57

24．71

28．53

32．41

35．92

27．75

21．07

31．39

26．18

27．31

23．79

23．28

18．96

28．21

18．15

20．51

22．42

25．16

21．97

23．78

24．18

17．42

12．93

26．74

9．60

24．28

20．46

21．43

2．64

2．94

2．86

2．82

3．05

2．69

2．64

2．47

2．38

3．08

2．49

3．15

1．91

2．90
†

1．64

2．32

1．72

1．50

2．99

2．17

1．40

2．19

2．10

2．02

2．01

3．23

2．79

1．65

2．13

221

l

l

l

1

1

】

l

、

l

l

l

t

1

1

1

1

1

I

l

l

l

t

l

l

t

l

I

t

l

l

1

1

1

1

1

l

■

l

l

l

i

t

l

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

I

l

88．0

96．0

92．3

92．ア

93．6

93．0

90．5

95．0

87．5

94．0

86．1

93．0

87．7

90．4

79．8

96．2

85．0

79．3

96．1

87．9

74．5

77．5

86．2

77．8

90．5

98．0

91．0

73．0

81．5

96．0
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第4表の2　　スパトニン投与と白血球磯詣〔仔虫陰性有症状者）

前

症例 性 年令
夜間

仔虫
仔虫

散
逸迂遠度

1

2

早

苗

3　⊇　古
1

4　　苧

1

5　　8

6

7

8

9

8

甲

8

♀

47（－）

49（－）

55　（－〕

40　〔－〕

47　（－〕

48　（－〕

59　（－〕

63　こ－）

57〔－〕

0

0

0

0

0

0

0

0

0

26．15

21．33

19．68

16．・95

20．82

20．63

12．38

29．13

21．89

：E．M．Ⅴ。
I

I

1

1

＝且M．Ⅴ．

平　均

貪喰度

貪　喰
細　胞
百分率

10　方、後

仔虫

数
遊未達庶

E．M．Ⅴ．

N．M．Ⅴ．

平　均；竜　喰

貪喰皮
細　胞
百分率

症　状

14．12

23．91

4．59

26．78

10．93

25．99

i7．02

21．70

15．14

24．09

9．07

15．28

18．42

30．66

4．741

28．02

2．52

1．79

1．94

1．76

1．88

1．63

1．69

2．53

1．84

96．0

79．7

89．0

76．0

84．6

76．6

80．0

93．0

78．1

0　　24．08

0　　21．57

0　16．10

0　17．04

0　18．58

0　　20．56

0　18．43

0　　30．35

0　19．62

4．15

26．5ア

10．44

29．66

14．14

24．30

18．00

18．82

17．59

22．29

11．35

28．54

19．47

33．02

11．64

24．72

E．M．Ⅴ．：好酸球進達速度

N．M．Ⅴ．：中好性白血球遊建速度

弟4表の3　　スパトニン投与と白血球機能〔健康者〕

1．59

1．64

1。65

1．50

1．90

1．82

1．54

2．36

2．11

81．8　…　　ク
1

79．0　乳腔尿

！

90．4・　　ク

87．4

80．0

93．2

78．5

ク

象皮病

ク

ク

前

症例　性　年令　夜間仔虫
仔虫　遊迂遠度

平　均
貪喰達

意喰細胞
百分率

10　　方、　後

仔虫
l

道連速度
平　均
貪喰度

貪喰細胞
百分率

1

2

3

4

5

6

7

苗

古

古

♀

宇

古

8

27

24

23

23

24

34

32

（－）

〔一〕

〔－〕

〔－）

〔－〕

〔一）

（－〕

0

0

0

0

0

0

0

25．糾

22．83

16．02

11．91

26．92

22．11

19．86

2．70

3．00

1．99

1．98

2．01

1．60

1．78

97．0

94．2

日1．4

91。1

86．4

’73．8

78．3

1

0

0

0

0

0

0

0

25．79

18．70

16．78

19．50

21．94

22．74

23．85

2．42

2．84

1．79

2．41

1．93

1．91

1．58

97．0

93．6

85．1

85．8

81．7

79．3

7弓．8

仔虫陰性有症状着ではJ道連速度が10分後に克進　　減退番1例I平均値前12・78分早，徒14・66分疇〝で

したもの2例，不変3例，減退4例，平均埴ほ前　　その克進の憤向が見られる．平均貪喰度は瓦進2例，

20．97分判鎮20．70分－〝で殆んど差異がないが，好　　不変1例，減退6例，平均値では前1・91，後1・79，

酸輔のみをとり上げて見ると，克進4例，不変及び　、芭食油泡雪分率は克堰，不変，減退各々3軌平均
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井4表の4　誘出前饅の白血球損純増滅例数及び平均冗進率

仔　虫
保有者

20才以下

21才以上

仔虫陰性有症状老

優　　廣　　者

18

12

9

7

11：3　璽　4：113

：　　茎　　　≒
一一一－－－－－】■■一－■－－－－■一■l■－－－－－－■－－－－・■■－一一■－－－－－－
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弟4表の5　　スパトニンに依る誘出と白血球楔宙巨（仔虫保有者〕

症例 性 年令

1 昌

前　夜
仔虫数

時　間　　仔虫数 遊走速度 平均貪喰度 貪喰細胞
百分率

15 15

前

10J

30†

2st

3st

0

0

8

14

16

由．08

18．96

19．33

26．89

1．62

1．64

1．90

1．84

1．82

80．1

79．7

87．1

72．9

860

2 ♀ 14 21

前

101

301

2st

3st

0

15

14

6

4

3 8 20 101

前

101

2st

値は前83．6プ左，後期．ち％で僅か虹減退しているが，

推計学的に見て有意の差とは云えない（第4表の

2〕．

健康着ではJ遁走速度ほ不変3例，冗進攻び減退

各々2例J平均値前20・79分－〃，後21．33分判平均

貪喰度の平均値は前2・15，後2．13，貪喰細胞百分率

の平均値は前86．0％I後85．5％でi殆んど影響がな

いと思われる〔第4表の3〕J

0

36

7

22．16

23．79

23．90

22．73

1．80

1．91

2．18

2．22

191

85．0

87．3

94．1

88．6

88．0

20．41

18．15

18．34

1．80

1．72

2．20

84．8

85．6

93．2

以上の如くスパトニンの服用に依って，仔虫保有

者の場合仔虫の誘出と平行して，白血球道産速度及

び墨粒貪喰能が短時間内に比較的著明に克進するの

が見られる．この甥象は仔虫保有者にのみ見られる

特有の現象で，仔虫陰睦の患者でほ好酸球のそれが

僅かに克進しているのが見られるがJ健康着では殆

んど影響は見られない．白血球櫻詑冗進の程度は出

現仔虫数の多芸J患者の性別とは関係がないがI固
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じ仔虫保有者でも年の苦い愚者に冗進の度が強く認

められる。〔第4J5図〕．仔虫の出頭より消失に至

るまで経過を追ってJ仔虫の消長とめ関係を見ると，

概ね仔虫が出現している間は冗進しているが，両者

の消長ほ必ずしも時間的に一致するとほ限らず，仔

虫の出卦こ少し連れて機詑克進が起こる様に感ぜら

れる（第4表の5衣び第6図〕．
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線　括　及　び　考　操

1・仔虫の出現と白血球像

仔虫保有者11例に就いて，週期的仔虫出現

と白血球像の変動との男係を見ると，全例に

於いて夜間仔虫の出現する時刻に好酸球は増

加し，仔虫の消失する夜明け頃より減少する．

両者の問t耳は密接な関係が認められ，その増

加の程度は，夜間の平均値は昼間の平均値の

1．0∫～1．70悟，叉昼間の最低値を夜間最高値

と比較すると1．64～2．67倍に達する．嘗って

田多井は正常人に於いても好醍球は夜間に増

加ト，最高50％の増加を見ることがあると報

告しているが，仔虫保有者に於ける成績は造

かに之を上廻るものと云わねぼならない．好

酸球の最高値を示す時刻は概ね仔虫数のそれ

に一致すること一‾もあるが，多くは少し遅れ，

文明け方からの減少の経過も仔虫の消失過程

に比して緩慢で，曲線全体が仔虫出現曲線よ

■如艶分後方にすれる傾向が見ちれる．好酸球

の一日中の変動の軌　最低値は正午以後に見

られるものが多い．

叉同時に仔虫保有者10例に就いて，スパト

ニン0．1grを与えて昼間仔虫請出の場合を視

察すると，同様に好酸王刺ま仔虫の出現と併行

L．て，極く短時間内に最高16～196％の著明

な増加を示し，その増加曲線は仔虫のそれよ

りや1後方に遅れることは，前と同様で；最

高値に於いても5～20分のすれが認められる．

仔虫出現に際しての好酸球増加の程度は，

出現仔虫の多寡，患者の年令，性別等とは特

別の関係は認め難いが，仔虫陰性の患者，一

般健康者の場合には，この様な酪酸球の変動

は殆んど認められない．

琳巴球も昼夜の問に可成り著明な変動を見

せ，11例中9例に於いて夜間増加しておりJ

仔虫出現と平行するが，スバてトニンに依る請

出の際はその間係が明瞭でなかった．大串桓
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・球J塩基好性白血球及びその他には変動が見

られない．発案桓中性好性白血球の百分率に

多少の動柿が見られるが∵之は好酸球或は淋

巴球の変動に依る，相対的なものと考えられ

る．

糸状虫症の場合に好酸球増多症の見られる

ことは，既に幾多の報告があり，叉その増多

が仔虫の存在と密珪な関係にあることは，有

里，森口等の報告する所である．著者は同一

患者に就いて24時間内に於小ても，仔虫の出

現，消失と平行して，著明な増減のあること

を知った．しかもその増減は夜間，昼間の別

に依る生理的変動ではなく，それが仔虫の末

椅血門出硯と密接な関係があることは，スパ

トニン脹用に依る昼間仔虫出現時に於ける変

化を見ても明らかである．見好酸球の増加曲

線が仔虫出現曲線より，一般にや1後方にす

れていること，叉仔虫陰性患者ではこの様な

増加減少の見られないことなど，好酸球の増

加は全く仔虫の末柿血円出現の結果惹き起こ

される現象であることを物語るものであろう．

2．仔虫出現と白血球堪能

先ず仔虫保有者6例に就いて，白血球の達

意速度及び塁粒貪喰能を，夜間の仔虫定期出

現との関係に於いて観察して見ると，達意速

度は昼間の仔虫陰性時に平均22．15分一拍　夜

間の仔虫出現時に平均24．71分－〝で，1例を

除いて一般に夜間克進の傾向が見られ，最高

値も夜間仔虫の出現している時期にあった．

墨粒食喰能では平均貪喰度，貪喰細胞百分率

共に最高値が6例中ヰ例は夜間にあった．し

かし最高値に達する進の時間は各例に於いて

畢り，一定したものはない．貪喰能は達意速

度程著明ではないが，仔虫出現と共に克進の

傾向があり，両者の問の関係が想像される．

次にスバてトニバン0．1gr内服に依る昼間仔虫

誘出の場合J仔虫保有者30例，仔虫陰性有症

状者9例及び健康者7例に就いて，その直蹄

と10分後の成績を比較すると，仔虫保有者で

は道志速度に於いて17例，畢粒貪喰能に於い

て22例に明らかな克進が認められ，その克進

・909

中程度も著しいものが多い．之は仔虫保有者

に特有な現象であbて，仔虫陰性患者では好

酸球の機能が僅かに東進するに過ぎない．健

康看では殆んど影響が見られない．こ申白血

球横能克進の程度は，患者の保有又は誘出せ

る仔虫数の多寡，性別とは関係は認められな

いが，同じ仔虫保有者の中でも特に20才以下

の若い患者に瓦達する例が多く，その程度も

高い．仔虫の誘出経過を追って観察して見る

と，夜間の定期出現の場合と同様，仔虫の出

現している間にその充進が見られ，その下降
＝一一バ■■

はこの場合も仔虫の減少，消失にや1遅れる

傾向がある．L

以上著者は仔虫の末梢血円出現に際してJ

生体内に起こる変化の一部を追究して来たがJ

夜間の週期的出現に際しても亦スパトニンに

依る昼間許出に際しても，仔虫の末梢血門出

硯と共に酪酸球の増加と白血球遣竜速度，墨

粒貪喰能の克進の傾向があることを認めた．

しかもこの三者は仔虫陰性の患者，健康者に

は認められす，仔虫保有者にのみ見られる特

有な現象で，昼夜に依る生理的の差異でもな

く，叉スパーニンそのもの1影響でもない．

専ら仔虫の出現と密接なる関係があ少，叉仔

虫の出現，増加，減少，消失の過程と三者の

消長との関係は全く共通で，謹分時間的にず

れる傾向にあり，之等は全く仔虫出現の結果

起こる現象と考えてよい．

夜間の定期出現とスパトニンに依る誘出の

暁序が同一のものであるか香か未だ不明であ

るが，仔虫の出現と好酸球，白血球機能との

相互関係が両者に於いて，全く一致している

ことは注目すべき事実である．片峰はスパト

ニンに依る治療の場合，仔虫の減少の旺盛な

時期に一過性の好酸球増加を見ると述べ，叉

誘発に引き続きその直接よ机粗現仔虫の著明

な減少の起こることは，著者が歴々述べた所

で，誘出現桑は仔虫の減少，消失と表裏一体

の関係にあると云える．同時に起こる好酸球

の増加，白血球遊速達慶事食喰能の克進は，

誘出された仔虫の処理と・関係があるものと考
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えられる．横川氏は仔虫は網状蹄内観細胞系

・にて処理され，末栴血内への出現の一因は諒

機能の障碍に起因することを述べている．夜

間週期的に出現した仔虫の運命に就いてはJ

未だ解決されない問題であゎ，スバてトニンに

依って誘出された仔虫の運命と同じことが云

結

夜間及びスバてトニンに伐る昼間誘出時に於

ける，バンクロフト仔虫の末栴血円出現と白

血球優，自血≡球道竜速度，墨粒貪喰能との関

係を観察した．

1）仔虫保有者にあっては，夜間及び昼間

誘出時を問わす，概ね仔虫の出現経過と一致

して好酸球の増加，白血球遊竜遺草及び貴喰

能の克進を認めた．

2〕淋巴球も仔虫の夜間定期出現時に増加

えるかどうか不明だが，全身にまたがる窮状

紐内観細胞系の存在，白血球墳能の克進など

を考え合わせると，末棺血円出現と云う現象

は，仔虫にとって決して都合のよい状態では

ないと考えられる．

諭

する傾向がある．

3）スバてト三ンに依る昼間仔虫許出に際し

ての白血球撰能の克進は，年少の仔虫保有者

に特に顕著であった．

ヰ）夜間及びスパーニン指用に依る好酸球

の増加，白血球機能の克進は，仔虫保有者の

みに見られる現象で，仔虫陰性患者では著明

でなく，健康者では全く見．られない．

博筆に当り懇切なる御指導並びに御較閏の労を執らかた北村数理I片蜂助教

授に深甚の謝意を表す．備本研究は文部省科学研究費補助金の一部に依った

もので，此処に記して謝意を表する．
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